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縁
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『
古
今
和
歌

集
』
は
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に
よ
9
、
紀
友
則
・
紀
貫
之
・
凡
河
内
躬
恒
・
壬
生

忠
寄
が

撰
者
と
な
り
、
延
喜
五
年
（
九
o
五
）
に
奏
上
さ
れ
た
。
我
が
国
最
初
の
勅
撰
集
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
後
世
、
扱
い
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
壇
の
発
展

と
推
移
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
故
実
の
成
立
＼
和
歌
教
養
の
必
須
化
、
師
弟
関
係
の
成
立
等

が

起
き
た
。
ま
た
、
歌
壇
に
も
政
治
情
勢
が
関
わ
り
始
め
る
。
流
派
と
門
閥
の
成
立
及
び
紛
争
、

家

と
家
系
尊
重
に
よ
る
権
威
化
等
の
様
々
な
要
素
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
研
究
成
果
を
相
伝
す
る

歌
学
伝
授
が

発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
現
在
の

我
々
は
和
歌
と
書
く
行
為
を
分
離
さ
せ
て
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
元
来
、
書
く
行
為

は

和
歌
の

一
構
成
要
素
で
あ
る
。
和
歌
を
学
ぶ
こ
と
は
読
み
書
き
が
必
須
事
項
と
な
る
。
即
ち
、

和
歌
の

教
授
は

仮
名
の
筆
法
、
紙
に
合
っ
た
書
き
方
等
を
も
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
良
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
学
伝
授
で
あ
る
古
今
伝
授
に
お
い
て
、
『
古
今

和
歌
集
』
歌
の
解
釈
に
留
ま
ら
ず
、
書
風
も
伝
授
し
て
い
っ
た
と
考
え
、
検
討
し
て
い
v
o

第
一
章
　
古
今
伝
授

　
第
一
節
　
古
今
伝
授
の
表
記

　

r古
今
デ
ン

ジ
r
t
」
の
表
記
は
二
種
類
が
混
在
し
て
い
る
。
「
古
今
伝
授
」
と
「
古
今
伝
受
」

で
あ
る
。

　
古
今
伝
授
研
究
は
昭
和
十
八
年
に

発
刊
さ
れ
た
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
－
に
端
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を
発
す
る
。
国
文
学
研
究
で
三
十
年
程
に
も
渡
る
不
遇
の
時
代
は
あ
っ
た
が
、
現
在
も
研
究
が

さ
れ
て
い
る
。
研
究
当
初
や
不
遇
の
時
代
を
明
け
た
時
期
、
更
に
そ
れ
以
後
と
「
古
今
伝
授
」

の
表
記
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
「
古
今
伝
受
」
の
表
記
が
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

　
文
献
上
は

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
古
今
伝
授
の
当
事
者
は
ど
の
よ
う
に
表
記

し
て
い
る
の
か
。
高
梨
素
子
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
2
。

表
記
は

時
代
に

よ
っ
て
変
化
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
切
紙
伝
受
が
構
築
・
継
承
さ
れ
た
東
常

縁
か

ら
後
水
尾
院
の
時
代
に
、
当
事
者
間
で
「
伝
受
」
の
表
記
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

「
古
今
伝
受
」
の
表
記
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
更

に
、
高
梨
は
文
献
調
査
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
3
。
古
v
は
伝
え
受
け

る
意
で
の
「
伝
受
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
浄
弁
時
代
に
は
二
条
派
の
権
威
づ
け
と
し
て
r
伝

授
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
東
常
縁
、
宗
祇
、
三
条
西
実
隆
、
牡
丹
花
肖
柏
の
時
代
は
「
相

伝
説
を
以
て
～
に
伝
受
」
の
文
型
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
細
川
幽
斎
に
「
御
伝
授
」
と
い
う
用

語
を

用

い
崇
め

る
意
識
が
現
れ
始
め
る
。
御
所
伝
受
に
な
る
と
「
伝
受
」
の
語
を
用
い
た
。
飛

鳥
井
雅
章
に

お
い
て

は
、
授
け
る
場
合
も
受
け
る
場
合
も
「
伝
授
」
を
使
用
し
、
「
伝
授
」
の
用

語
が

社
会

で
一
般
的
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　
時
代
に

よ
っ
て
の
表
記
の
変
化
は
当
事
者
同
士
の
意
識
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ

も
そ
も
、
「
授
」
と
「
受
」
の
違
い
は
ど
こ
か
。
漢
字
そ
の
も
の
の
意
味
か
ら
考
え
た
い
。

　

『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

r授
」
は
さ
ず
け
る
、
さ
ず
か
る
の
意
味
が
あ
り
、
「
受
」
に
通
ず
る
。

　

r受
」
は
う
け
る
の
意
味
が
あ
り
、
「
授
」
に
通
ず
と
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
「
授
」
1
1
「
受
」
の
関
係
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
第
一
義
の

比
較
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
判
断
し
た
い
。

　
時
代
に

よ
っ
て
取
り
巻
く
環
境
や
目
的
、
方
法
が
変
わ
る
も
の
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
秘
伝

を
授
か
り
、
後
身
に
授
け
る
と
い
う
こ
と
が
「
古
今
デ
ン
ジ
ュ
」
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
両
方
の
意
味
を
確
実
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
「
古
今
伝
授
」
が
相
応
し
い
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
「
古
今
伝
受
」
と
表
記
す
る
こ
と
す
る
。

　

第
二
節
概
要

　
歌
学
伝
授
の
創
始
を
何
処
か
ら
か
、
誰
か
ら
か
、
い
つ
か
ら
か
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
e

そ

れ
は
歌
学
伝
授
が

誰
か
が

明
確
な
意
思
を
持
っ
て
始
め
た
か
ら
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
始

ま
り
の
目
処
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
そ
の
前
時
代
に
遠
因
が
あ
る
は

ず
で

あ
る
。
前
時
代
に
あ
る
で
あ
ろ
う
歌
学
伝
授
発
生
の
原
因
や
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き

た

文
化
や
生

活
、
政
治
等
の
様
々
な
要
素
が
時
代
と
共
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、
諸
々
の
様
相
を

持
っ
た
一
文
学
現
象
と
し
て
自
然
発
生
的
に
起
き
た
も
の
で
あ
る
。

正
確
に

い

つ
か

ら
開
始
し
た
と
は
明
言
で
き
な
い
が
、
古
今
伝
授
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
た

の
は

院
政
期
か

ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
院
政
期
を
起
点
と
し
た
古
今
伝
授
の
歴
史
は
二
期

に

分

け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
横
井
金
男
は
前
期
を
歌
学
相
伝
期
、
後
期
を
古
今
伝
授
期

（切
紙
伝
授
時
代
）
と
名
付
け
た
4
。
こ
の
横
井
の
分
け
方
を
新
井
栄
蔵
は
よ
り
細
分
化
し
た
5
。

前
期
で

あ
る
歌
学
相
伝
期
を
以
下
の
よ
う
に
三
期
に
分
け
た
。
第
一
期
を
歌
道
伝
授
前
史
（
院

政
期
）
、
第
二
期
を
歌
道
伝
授
の
確
立
（
鎌
倉
期
）
、
第
三
期
を
歌
道
伝
授
の
多
様
化
（
南
北
朝
・

室
町
前

期
）
と
し
た
。
後
期
で
あ
る
古
今
伝
授
期
も
三
区
分
化
し
た
。
第
四
期
を
古
今
伝
授
の

確
立

（室
町
後
期
）
、
第
五
期
を
堂
上
伝
授
の
確
立
（
江
戸
前
期
）
、
第
六
期
を
堂
上
派
伝
授
の

普
及

（江
戸
中
・
後
期
）
と
し
た
。

　
ま
た
、
古
今
伝
授
は
広
狭
の
二
義
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈴
木
元
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
6
。

ま
ず
広
義
に
は
、
『
古
今
集
』
が
和
歌
の
世
界
に
お
い
て
あ
る
種
の
権
威
を
帯
び
、
そ
の
権

威
が

親
子

あ
る
い
は
師
弟
の
繋
が
り
を
も
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
そ
の
要
点
を
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置
く
も
の
で
あ
る
。
狭
義
に
は
、
「
伝
授
」
に
伴
う
手
続
き
が
様
式
化
さ
れ
、
そ
の
様
式
化

（儀
礼

化
）
さ
れ
た
次
第
に
も
と
つ
く
説
の
継
承
に
特
権
的
地
位
を
認
め
る
よ
う
に
な
つ

て
か
ら
を
そ
れ
と
見
な
す
見
解
で
あ
る
。

　
当
然
、
古
今
伝
授
史
を
二
期
に
分
け
る
考
え
方
と
広
狭
の
二
義
と
は
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
。

歌
学
相
伝
期
乏
広
義
、
古
今
伝
授
期
と
狭
義
が
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
歌
学
相
伝
期
は
歌

学
伝
授
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
家
の
歌
学
の
正
統
性
を
求
め
る
こ
と
に
比
重
を
置
い
た
。
古

今
伝
授
期
に

入

る
と
自
家
の
歌
学
の
正
統
性
を
求
め
る
こ
と
よ
り
も
、
自
分
ま
た
は
家
の
権
威

を
高
め
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
、
歌
学
伝
授
も
様
式
美
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
7
。
こ
れ
は
歌
学
家
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
武
家
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
北
条
家
、
徳
川
家
、

豊
臣
家
、
近
衛
家
と
そ
れ
ぞ
れ
一
定
以
上
の
格
を
持
つ
家
が
古
今
伝
授
な
い
し
『
古
今
和
歌
集
』

写
本
入
手
等
の
何
か

し
ら
の
形
で
交
わ
っ
て
い
る
。

　
橋
下
不
美
男
は

『
古
今
和
歌

集
』
の
伝
授
に
つ
い
て
寂
恵
本
『
古
今
和
歌
集
』
の
奥
書
を
根

拠
に

以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
8
。

古
今
集
の
伝
授

は
、
和
歌
師
範
と
伝
受
者
に
よ
る
証
本
の
授
受
、
そ
の
証
本
に
従
っ
て
の

古
今
集
二
十
巻
の
訓
読
解
釈
が
そ
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
伝
授
の

際
に
複
雑
な
も
の
が
講
釈
の
席
か
ら
取
り
除
か
れ
、
切
紙
、
別
紙
、
口
伝
と
形
を
変

え
た
○
す
な
わ
ち
、
古
今
伝
授
の
主
は
講
釈
で
あ
り
、
切
紙
、
別
紙
、
口
伝
は
補
助
的
な
も
の

で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
室
町
期
に
入
る
と
こ
の
関
係
は
逆
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
儀
礼
的
特
色

が

強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
以
上
の

よ
う
に
形
式
を
整
え
た
の
が
東
常
縁
で
あ
り
、
「
古
今
伝
授
の
祖
」
と
呼
ば
れ
る
由

縁
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
常
縁
が
整
備
し
た
も
の
を
潤
色
し
た
の
が
、
常
縁
か
ら
古
今
伝
授
さ
れ
た
宗
祇
で

あ
る
。
宗
舐
に
伝
授
さ
れ
た
者
等
は
三
流
派
に
分
か
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
干
渉
す
る
こ
と

な
く
伝
授
さ
れ
て
い
っ
た
。
別
々
の
道
を
歩
ん
で
い
た
三
流
派
を
集
大
成
し
、
再
編
成
し
た
の

が

細
川
幽
斎
で

あ
る
。
幽
斎
以
後
の
古
今
伝
授
は
天
皇
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
御
所
伝
授

が

近
世
歌
壇
に

お

い

て
、
最
も
権
威
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
伝

授
も
ま
た
、
儀
式
的
に
形
式
化
さ
れ
た
切
紙
伝
授
を
中
核
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
古
今
伝
授
は
当
時
の
歌
壇
の
権
威

付
け
に
お
い
て
大
き
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
節
　
古
今
伝
授
史

　
院
政
期
は

『
古
今
和
歌
集
』
が
奏
上
さ
れ
て
か
ら
約
二
〇
〇
年
が
経
っ
て
い
る
。
『
古
今
和

歌
集
』
を
享
受
す
る
た
め
に
解
釈
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は

各
歌
道
家
が
覇
権
を

争
い
始
め
、
特
に
、
御
子
左
家
と
六
条
家
が
拮
抗
し
た
時
期
で
あ
る
。

　
鎌
倉
期
に

入
る
と
藤
原
定
家
、
為
家
父
子
に
よ
っ
て
、
御
子
左
家
の
権
威
が
高
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
南
北
朝
・
室
町
前
期
に
な
る
と
狭
義
で
の
古
今
伝
授
の
祖
で
あ
る
東
常
縁
が
流
れ

を
汲
む
こ
と
と
な
る
二
条
家
が
御
子
左
家
か
ら
分
立
し
た
。
二
条
家
は
二
〇
番
目
の
勅
撰
集
で

あ
る
『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
が
所

謂
、
古
今
伝
授
の
礎
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
室
町
後
期

よ
り
、
愈
々
、
古
今
伝
授
が
成
立
し
て
い
く
。
尭
孝
か
ら
東
常
縁
へ
、
常
縁
か
ら

宗
祇
に

伝
授

し
た
と
こ
ろ
か
ら
古
今
伝
授
が
始
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
宗
舐
は
牡
丹
花
肖
柏
、

三
条
西
実
隆
等
に

古
今
伝
授
を
行
っ
た
。
以
上
を
二
条
宗
舐
流
と
い
う
。
ま
た
、
尭
孝
は
尭
恵

に

も
古
今
伝
授
を
行
っ
た
。
尭
孝
は
東
頼
数
、
藤
原
憲
輔
、
克
仁
親
王
（
後
柏
原
院
）
、
鳥
居
小

路
経
厚
、
・
青
蓮
院
尊
応
、
猪
苗
代
兼
載
に
伝
授
し
た
。
こ
れ
を
尭
恵
流
と
呼
ぶ
。
以
上
の
二
流

が

軸
と
な
り
展
開
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
他
に
も
公
家
層
の
伝
授
や
宗
哲
流
等
の
地
下
伝

授
も
行
わ
れ
て
い
た
が
大
勢
を
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
．

　
江
戸
期
は

二
条
家
宗
祇
流

を
承
け
る
智
仁
親
王
、
烏
丸
光
広
等
の
堂
上
派
が
古
今
伝
授
の
本

流
と
な
っ
た
。
細
川
幽
斎
、
智
仁
親
王
、
後
水
尾
院
へ
と
順
に
伝
授
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、

堂
上
派
系
古
今
伝
授
が

御
所
へ
入
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
御
所
伝
授
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

一 83一



　
ま
た
、

し
た
。

こ
の
時
期
に
は
幽
斎
か
ら
伝
授
を
承
け
た
松
永
貞
徳
を
祖
と
す
る
地
下
伝
授
も
成
立

　
第

四
節
享
受
者

　
狭
義
の
古
今
伝
授
史
は

東
常
縁
か
ら
始
ま
る
。
常
縁
に
伝
授
し
た
尭
孝
は
二
条
家
常
光
院
流

の
歌
人
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
常
縁
に
は
二
条
家
常
光
院
流
の
古
今
伝
授
が
行
わ
れ
た
。

常
縁
は
自
身
の
家
の
歌
学
で
あ
る
東
家
流
を
更
に
加
え
た
。

　
常
縁
が
古
今
伝
授
の
祖
と
呼
ば
れ
る
由
縁
は
こ
こ
に
あ
る
。
二
条
家
常
光
院
流
と
東
家
流
を

複
合
さ
せ
古
今
伝
授
の
格
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
常
縁
か
ら
宗
祇
に
伝
え
ら
れ
二
条

家
宗
祇
流
と
し
て
脈
々
と
古
今
伝
授
の
核
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
宗
祇
か

ら
牡
丹
花
肖
柏
、
三
条
西
実
隆
、
姉
小
路
済
継
、
近
衛
尚
通
に
伝
え
ら
れ
、
四
つ
の

流
れ
に

分
か
れ

た
。
肖
柏
の
流
れ
は
更
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
宗
訊
、
宗
珀
等
に
受
け
継
が
れ

た

も
の
は
堺
伝
授
と
称
さ
れ
る
。
真
存
、
道
徹
等
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
を
薩
摩
伝
授
と

呼

ぶ
。
実
隆
の
流
れ
を
汲
む
の
は
、
三
条
西
公
条
、
三
条
西
実
枝
、
細
川
幽
斎
と
伝
え
ら
れ
御

所
伝
授
に

繋
が
っ
て
い
く
。
近
衛
尚
通
の
流
れ
は
近
衛
植
家
、
近
衛
前
久
、
近
衛
信
サ
と
伝
え

ら
れ
て
い
っ
た
。
姉
小
路
済
継
は
未
詳
で
あ
る
。

　
幽
斎
か
ら
三
条
西
公
国
、
智
仁
親
王
、
後
水
尾
院
に
続
い
て
い
く
。
三
条
西
家
か
ら
幽
斎
に

古
今
伝
授
が

行
わ

れ
た

の
は

公
国
が
幼
少
だ
っ
た
た
め
、
公
国
が
成
長
し
て
か
ら
還
し
伝
授
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
公
国
が
早
逝
し
た
た
め
、
古
今
伝
授
享
受
者

は
再
び

幽
斎
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
事
態
を
憂
い
た
後
陽
成
天
皇
の
意
を
汲
み
、
智
仁
親
王
に

伝
授
が

行
わ

れ
、
御
所
の
中
に
本
格
的
に
堂
上
派
が
入
っ
て
い
く
。

　
御
所
に

入
っ

て

か

ら
の
伝
授
は
以
下
の
通
り
に
連
な
っ
て
い
く
。
後
水
尾
、
後
西
、
霊
元
、

中
院
通
躬
、
烏
丸
光
栄
、
桜
町
、
後
桜
町
、
光
格
、
仁
孝
と
な
る
。
天
皇
を
中
心
と
し
な
が
ら

上
層
の
公
家
を
巻
き
込
ん
で
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

第
二
章
　
古
今
伝
授
享
受
者
と
手
鑑

　
第
一
節
古
今
伝
授
享
受
者
収
録
手
鑑
の
整
理

　
桃

山
時
代
に
は
流
通
し
て
い
た
手
鑑
は
豊
臣
秀
次
、
後
西
院
を
は
じ
め
当
代
一
流
の
文
化
人

は
所
蔵

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
今
伝
授
享
受
者
も
当
代
一
流
の
文
化
人
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
歌
壇
に
お
け
る
最
高
峰
の
権
威
を
証
す
る
古
今
伝
授
享

受
者
た

ち
と
手
鑑
の
関
係
に
つ
い
て
配
列
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

　
対
象

と
す
る
手
鑑
は
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
9
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
と
し
た
い
。
・

　
古
今
伝
授
享
受
者
が

伝
称
筆
者
に

当
て
ら
れ
て
い
る
断
簡
を
収
録
し
て
い
る
手
鑑
は
以
下

の

十
1
帖
で
あ
る
。

　
①

r
鳳
恩
喜
」
（
徳
川
美
術
館
蔵
）

　
②

r
手
鑑
」
（
白
鶴
美
術
館
蔵
）

　
③

r文
彩
帖
」
（
根
津
美
術
館
蔵
）

　
④

r世
々
の
友
」
（
岡
山
美
術
館
蔵
）

　
⑤

rあ
け
ぼ
の
」
（
梅
沢
記
念
館
蔵
）

　
⑥

r
手
鑑
」
（
龍
興
寺
蔵
）

　
⑦

「翰
墨
帖
」
　
（
岩
国
吉
川
家
蔵
）

　
⑧

r大
手
鑑
」
（
陽
明
文
庫
蔵
）

　
⑨

「
手
鑑
」
（
石
川
県
美
術
館
蔵
）

　
⑩

「
手
鑑
」
（
島
根
・
美
保
神
社
蔵
）

　
⑪

r古
筆
手
鑑
」
（
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
蔵
）

　
ま
た
、
古
今
伝
授
享
受
者
が
伝
称
筆
者
に
当
て
ら
れ
て
い
る
断
簡
を
収
録
し
て
い
な
い
手
鑑

は
以
下
の

五
帖
で
あ
る
。

　
・
「
藻
塩
草
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

”
r
谷
水
帖
」
（
逸
翁
美
術
館
蔵
）

　
・
r
手
鑑
」
（
観
音
寺
蔵
）

　
・
「
見
努
世
友
」
（
出
光
美
術
館
蔵
）

　
’
r
翰
墨
城
」
（
M
o
A
美
術
館
）
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し
た
が
っ
て
、
十
六
帖
中
十
一
帖
に
古
今
伝
授
享
受
者
が
伝
称
筆
者
に
当
て
ら
れ
て
い
る
断

簡
が
押
さ
れ
て
お
り
、
需
要
は
高
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
押
さ
れ
て
い
な
い
手
鑑
に
国
宝
の
「
藻
塩
草
」
、
r
見
努
世
友
」
、
「
翰
墨
城
」
が
含

ま
れ
て
い
る
。
国
宝
の
手
鑑
四
帖
の
う
ち
三
帖
が
押
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
違

和
感
を
憶
え
る
。
国
宝
の
手
鑑
は
平
安
期
の
も
の
が
多
く
押
さ
れ
t
’
室
町
期
の
も
の
が
少
な
い

傾
向
に
よ
る
も
の
の
現
れ
と
見
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
手
鑑
に
押
さ
れ
て
い
る
断
簡
を

古
今
伝
授
享
受

者
に
一
定
以
上
の
権
威
が
あ
っ
た
こ
と
の
裏
付
け
と
見
て
も
間
違
い
な
い
だ
ろ

．
つ
。

　
第
二
節
　
古
今
伝
授
享
受
者
の
系
譜
と
の
整
合

　
御
所
伝
授
以
後
の
享
受
者
は
天
皇
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

手
鑑
の
配
列
は
勅
筆

ま
た
は
親
王
に
配
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
細
川
幽
斎
以
前
の
古
今
伝
授
享
受

者
の
系
譜
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
。

　
古
今
伝
授
享
受
者
同
士
が
隣
り
合
わ
せ
に
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
し
か
し
、
近

く
に
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
そ
れ
ら
は
整
合
性
を
調
査
す
る
対
象
と
し
た
い
。

　
手
鑑
は
張

り
替
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
配
列
と
作
成
者
の

意
図
が
乖
離
し
て
い
る
場
合
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
　
一
つ
の
目
安
と
し
て
見
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
調
査
を
行
い
た
い
。

　
以
上
の

こ
と
を
基
準
に
お
き
、
十
1
帖
中
、
古
今
伝
授
享
受
者
同
士
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
も

の

を
以
下
に
あ
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
①

r
鳳
風
葺
」
（
徳
川
美
術
館
蔵
）

　
②
「
手
鑑
」
（
白
鶴
美
術
館
蔵
）

　
④

r世
々
の
友
」
（
岡
山
美
術
館
蔵
）

　
⑥

「
手
鑑
」
（
龍
興
寺
蔵
）

　
⑧

「
大
手
鑑
」
（
陽
明
文
庫
蔵
）

　
⑨

r
手
鑑
」
（
石
川
県
美
術
館
蔵
）

　
⑩

「
手
鑑
」
（
島
根
・
美
保
神
社
蔵
）

　
⑪
r
古
筆
手
鑑
」
（
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
蔵
）

　

今
回
漏
れ
た

三
帖
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
③

「
文
彩
帖
」
（
根
津
美
術
館
蔵
）

　
⑤

rあ
け
ぼ
の
」
（
梅
沢
記
念
館
蔵
）

　
⑦

「
翰
墨
帖
」
　
（
岩
国
吉
川
家
蔵
）

　
③

r
文
彩
帖
」
御
所
伝
授
以
後
の
み
押
さ
れ
て
お
り
、
⑤
「
あ
け
ぼ
の
」
は
三
条
西
実
隆
と

御
所
伝
授
以
後

の
み
押
さ
れ
て
お
り
、
⑦
「
翰
墨
帖
」
は
後
水
尾
院
、
東
常
縁
の
み
押
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
古
今
伝
授
享
受
者
の
系
譜
と
の
整
合
性
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し

た
。　

①

r
鳳
風
量
」
か
ら
順
に
見
て
い
く
。

　
①

r
鳳
風
墓
」
で
は
裏
十
五
に
東
常
縁
、
裏
二
十
四
に
尭
孝
、
牡
丹
花
肖
柏
と
押
さ
れ
て
い

る
。　

②

「
手
鑑
」
は
表
三
十
四
に
三
条
西
実
隆
、
裏
一
に
宗
祇
、
尭
孝
、
牡
丹
花
肖
柏
と
押
さ
れ

て

い
る
。

　
④

r世
々
の
友
」
は
表
七
に
正
親
町
天
皇
、
表
八
に
後
水
尾
院
、
表
十
に
智
仁
親
王
、
裏
二

に

東
常
縁
、
裏
十
二
に
三
条
西
実
隆
、
裏
二
十
四
に
牡
丹
花
肖
柏
と
押
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥

「
手
鑑
」
は
表
十
八
に
三
条
西
実
隆
、
表
二
十
四
に
東
常
縁
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　
⑧

「
大
手
鑑
」
は
表
十
一
に
正
親
町
天
皇
（
極
め
札
の
み
）
、
表
十
二
に
後
水
尾
院
、
裏
十

四
に
東
常
縁
、
°
a
u
l
　
1
十
　
1
，
に
宗
舐
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　
⑨

r手
鑑
」
は
表
五
に
正
親
町
天
皇
、
後
水
尾
院
、
表
六
に
智
仁
親
王
、
表
十
七
に
正
親
町

天
皇
、
表
十
七
に
中
院
通
躬
、
表
十
八
に
三
条
西
実
隆
、
三
条
西
公
条
、
裏
二
十
三
に
東
常
縁
、

裏
二
十
九
に
宗
砥
、
牡
丹
花
肖
柏
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　
⑩

「
手
鑑
」
は
表
四
に
正
親
町
天
皇
、
表
十
三
に
中
院
通
茂
、
表
十
四
に
三
条
西
公
条
、
三

条
西
実
条
、
裏
二
十
二
に
牡
丹
花
肖
柏
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　
⑪

「
古
筆
手
鑑
」
は
裏
十
四
に
東
常
縁
、
宗
祇
、
裏
十
五
と
十
六
に
牡
丹
花
肖
柏
が
押
さ
れ
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て

い
る
。

　
以
上
の

八
帖

を
見
て
み
る
と
古
今
伝
授
享
受
者
同
士
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い

こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
手
鑑
行
列
（
身
分
を
中
心
と
す
る
配
列
）
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た

め
、
東
常
縁
が
武
家
、
三
条
西
実
隆
を
は
じ
め
と
す
る
三
条
西
家
が
公
家
と
し
て
押
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
連
歌
師
で
あ
る
宗
祇
や
牡
丹
花
肖
柏
等
は
手
鑑
の
終
盤
に
押
さ

れ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
離
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
古
今
伝
授
享
受
者
の
系
譜
と
は
逆
貼
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
不

思
議
な

こ
と
に
、
逆
貼
り
の
も
の
は
あ
る
程
度
の
頁
を
あ
け
な
が
ら
遡
っ
て
い
っ
て
い
る
も
の

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
意
図
し
て
行
い
、
直
近
の
人
か
ら
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

敬
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
①

「
鳳
風
書
」
の
尭
孝
・
牡
丹
花
肖
柏
、
②
「
手
鑑
」
の
宗
祇
・
尭
孝
・
牡
丹
花
肖
柏
、
⑨

r
手
鑑
」
宗
祇
・
牡
丹
花
肖
柏
、
⑪
「
古
筆
手
鑑
」
の
東
常
縁
・
宗
砥
・
牡
丹
花
肖
柏
の
関
係

は
古
今
伝
授
享
受
者
の

系
譜
を
意
識
し
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
①
「
鳳
風
墓
」

と
②
「
手
鑑
」
の
よ
う
に
若
干
の
順
不
同
が
あ
り
’
そ
れ
も
東
常
縁
に
伝
授
し
た
尭
孝
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑪

「
古
筆
手
鑑
」
は
特
に
強
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
宗
祇
と
牡
丹
花
肖
柏
の
間
に
猪
苗
代

兼
載
が

押

さ
れ
て
い
る
も
の
の
頁
同
士
は
隣
同
士
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
意
図
し
て
押
し
た
も

の

で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

　
以
上
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
手
鑑
も
一
定
の
割
合
で
古
今
伝
授
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
古
今
伝
授
の
権
威
付
け
が
歌
壇
に
お
い
て
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
に
関
す

る
具
体
的
な
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
代
一
流
の
文
化
人
た
ち
が
古
今
伝
授
そ
の
も
の
に
対

し
て
敬
意
を
持
ち
崇
高
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
様
子
が
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
　
古
今
伝
授
享
受
者
の
書
風

　
第
一
節
東
常
縁

　
東
氏
は

下
総
の
豪
族
で
あ
る
千
葉
氏
の
出
身
で
あ
る
。

頼

朝
を
助
け
た
功
績
に
よ
っ
て
東
国

御
家
人
の
重
鎮

と
な
っ
た
千
葉
胤
頼
に
始
ま
り
、
下
総
国
東
荘
を
領
し
、
東
氏
と
し
た
。

　
東
常
縁
は
東
氏
十
代

目
益
之
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
に
生

を
受
け
、
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
に
没
し
た
と
さ
れ
る
説
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
だ
が
、

応
永
八
年

（
一
四

o
1
）
生
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
没
と
い
う
説
も
信
愚
性
は
低
い
な
が

ら
も
あ
り
、
生
没
年
は
不
明
確
で
あ
る
ー
o
。

　
常
縁
は
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
七
月
二
十
二
日
に
妙
行
寺
辺
で
父
益
之
、
兄
氏
数
と
関
係

が

あ
っ
た
正
徹
に
教
え
を
請
う
。
ま
た
、
八
月
か
ら
は
尭
孝
の
元
に
も
出
入
り
を
し
て
お
り
、

宝
徳
二
年
’
（
一
四
五
o
）
に
は
正
式
に
尭
孝
門
下
と
な
っ
た
。
正
徹
は
冷
泉
派
で
あ
り
、
東
氏

代
々
の
二
条
派
に
属
し
て
い
る
意
識
は
拭
い
き
れ
ず
に
こ
の
よ
う
な
形
に
落
ち
着
い
た
と
い
う

こ
と
を
稲
田
利
徳
は
指
摘
し
て
い
る
1
1
。

　
ま
た
t
島
津
忠
夫
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
1
2
。

　
三
代
集
の
こ
と
を
尋
ね
て
の
尭
孝
の
「
後
撰
・
拾
遺
は
一
向
儀
を
古
今
よ
り
付
け
ざ
る

大
事
侍
れ

ど
も
、
此
の
道
の
奥
儀
と
申
す
は
、
古
今
集
に
て
こ
そ
侍
ら
め
」
と
い
う
見
解

は
、
そ
の
ま
ま
常
縁
の
古
今
伝
授
を
重
要
視
す
る
和
歌
観
と
な
っ
て
い
る
。

　
尭
孝
門
下
の
歌
人
に
な
っ
た
こ
と
で
常
縁
の
古
今
伝
授
の
祖
と
呼
ば
れ
る
由
縁
の
礎
が
で
き

は

じ
め
る
の
で
あ
る
。

　
享
徳
二
年
（
一
四
五
四
）
七
月
l
1
十
六
日
に
左
近
将
監
、
八
月
十
三
日
に
従
五
位
下
に
叙
せ

ら
れ
る
。
享
徳
二
年
の
冬
か
ら
、
鎌
倉
方
方
成
氏
と
関
東
領
上
杉
房
顯
と
の
間
に
騒
乱
が
起
こ

り
、
千
葉
氏
も
分
裂
、
抗
争
へ
と
発
展
す
る
。
康
生
元
年
（
一
四
五
五
）
、
幕
府
の
命
を
受
け
下

向
す
る
。
上
杉
方
で
あ
る
千
葉
実
胤
・
自
胤
を
助
け
、
＋
1
月
＋
四
日
の
馬
加
合
戦
で
勝
利
を

得

た
。
し
か
し
、
康
生
二
年
（
一
四
五
六
）
一
月
十
九
日
に
敗
戦
し
た
。
そ
の
後
、
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）
十
二
月
に
渋
川
義
鏡
が
常
縁
を
総
大
将
に
据
え
た
が
そ
の
後
の
動
静
は
寛
政
二

ur

　
（
1
四
六
一
）
ま
で
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
寛
政
二
年
六
月
二
十
五
日
に
円
雅
が
頓
阿
自
筆
本
に
書
写
校
合
を
加
え
た
『
井
蛙
抄
』
六
巻
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を
常
縁
に
付
与
し
て
い
る
。
円
雅
は
常
縁
と
同
じ
く
尭
孝
門
下
の
人
物
で
あ
る
。
尭
孝
が
康
生

元
年
七

月
に
没
し
た
後
、
東
山
に
隠
生
し
、
歌
書
の
書
写
に
専
心
し
て
い
た
僧
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
常
縁
は
当
時
、
京
都
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
井
上
宗
雄
が

編
纂

し
た
常
縁
の
年
譜
1
3
か
ら
こ
の
頃
に
常
縁
は
書
写
、
所
望
、
識
語
を
加
え

た
も
の
を
見
て
い
く
。

寛
政
二
年
七
月
十
八
日
、
『
治
承
三
年
十
月
右
大
臣
家
歌
合
』
を
書
写

同
年
十
二
月
十
三
日
、
『
古
今
聞
書
』
巻
二
を
円
雅
に
所
望

同

年
十
二
月
、
『
古
今
集
後
撰
集
拾
遺
集
之
作
者
』
を
円
雅
に
所
望

寛
政
四

年
六

月
十
八
日
、
『
右
大
臣
家
歌
合
』
を
書
写

寛
政
六
年
九
月
九
日
、
『
歌
合
　
弘
長
二
年
』
に
識
語
を
加
え
た

同
年
十
月
1
1
＋
四
日
、
　
T
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
を
書
写

　

こ
の
頃
の
常
縁
が
歌
道
に
寄
せ
て
い
た
ひ
た
む
き
な
態
度
が
よ
く
窺
わ
れ
る
。

　
こ
の
中
で
特
に
注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
『
古
今
聞
書
』
を
書
写
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ

れ
は
常
縁
の

『
古
今
和
歌
集
』
注
釈
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
永
禄
聞
書
』
の
う
ち
の
「
古
今
切
紙
　
東
常
縁
相
伝
」
に
「
伝
受
畢
〈
五
十
九
老

翁
／
東
常
縁
在
判
〉
寛
政
六
年
四
月
十
九
日
」
と
あ
り
、
円
雅
を
通
じ
て
の
伝
授
か
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
宗
舐
が
常
縁
と
接
触
し
た
の
も
お
そ
ら
く
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。

　
文

明
元
年
（
一
四
六
九
）
、
篠
脇
城
の
返
還
を
受
け
、
尊
星
王
院
を
復
興
し
た
常
縁
は
、
そ

の
年
は

郡
上
で
越
年

し
、
五
月
、
焼
失
を
免
れ
た
東
常
顯
以
来
伝
来
の
『
古
今
和
歌
集
』
に
奥

書

を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
月
に
思
い
が
け
ず
定
家
筆
『
拾
遺
集
』
を
得
て
書
写
し
て
い

る
。　

文

明
三
年
に
一
月
二
十
八
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
、
伊
豆
三
島
の
陣
所
で
宗
祇
に
『
古
今
和

歌

集
』
の
講
釈
を
行
う
。
即
ち
、
狭
義
で
の
古
今
伝
授
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
常
縁

六
十
五
歳

（応
永
十
四

年
生
説
）
、
宗
祇
五
十
1
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　

『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
は
大
坪
基
清
の
懇
望
に
よ
り
同
年
六
月
二
十
五
日
に
か
け
て
再
度

行
わ

れ

た
。
こ
の
席
に
宗
祇
も
同
聴
し
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
の

際
に

は

『
百
人
一
首
』
の
講
釈
も
行
わ
れ
た
。

　
文
明
三
年
五
月
八
日
に
常
縁
の
兄
氏
数
が
没
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
常
縁
は
美
濃
郡
上
に
帰

る
こ
と
と
な
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
は
以
後
美
濃
郡
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
文
明
五
年
（
一
四
七
l
i
l
）
、
宗
舐
に
『
古
今
和
歌
集
』
悉
皆
伝
授
を
行
う
。

　

こ
れ
以
後
の
常
縁
の
動
静
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　
第
二
節
宗
砥

　
飯
尾
宗
祇

（
一
四

二
一
ー
一
五
O
1
　
1
）
は
室
町
時
代
後
期
の
連
歌
師
で
あ
り
、
自
然
斎
、
種

玉
庵
の
号
を
用
い
た
。
生
地
は
近
江
か
紀
伊
と
言
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。

　
若
v
し
て
仏
門
に
入
り
、
和
歌
、
連
歌
、
歌
学
を
学
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
師
は
飛
鳥
井
雅
親
、

心

敬
、
’
そ
し
て
東
常
縁
で
あ
る
。
心
敬
が
応
仁
の
乱
の
戦
禍
を
避
け
関
東
に
下
り
、
相
模
に
隠

栖
す

る
と
宗
祀
も
そ
れ
に
従
い
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に
下
っ
た
。
川
越
の
太
田
道
真
に
招

か

れ
、
館
に
赴
き
、
翌
二
年
に
歌
学
書
『
吾
妻
問
答
』
を
著
し
た
。
翌
三
年
。
美
濃
郡
上
に
赴

き
、
常
縁
に
学
び
、
秘
事
口
伝
を
授
か
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
伝
授
が
狭
義
で
の
古
今
伝
授
の

始

ま
り
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
宗
舐
か
ら
三
条
西
実
隆
、
牡
丹
花
肖
柏
へ
伝
授
さ

れ
脈
々
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
に
は
猪
苗
代
兼
載
、
柴
屋
軒
宗
長
、
牡
丹
花
肖
柏
ら
と
と
も
に
準

勅
撰
の
連
歌
撰
集
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
（
二
十
巻
）
を
編
纂
す
る
。
同
年
六
月
二
十
日
太
政
大
臣

一
条
冬
良
に
よ
っ
て
奏
覧
さ
れ
た
。
文
亀
I
l
u
r
　
（
1
五
O
1
1
）
に
七
月
二
十
九
日
、
箱
根
湯
に

お

い
て

没
し
た
。

　
宗
祇
の
生
涯
は

連
歌
に
捧
げ
た
も
の
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
節
　
東
常
縁
か
ら
宗
砥
へ
の
伝
授

常
縁
か
ら
宗
舐
に
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
授
は
べ
三
条
西
家
・
細
川
幽
斎
を
経
て
御
所
に
入
り
、
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江
戸
時
代
末
ま
で
継
承
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
狭
義
で
の
古
今
伝
授
は
常
縁
が
始
め
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
常
縁
は
自
ら
の
古
今
伝
授
の
祖
と
し
て
素
遇
法
師
を
あ
げ
、
「
八
代
末
葉
平

常
縁
」
と
記
し
て
い
る
。
素
逼
は
常
縁
の
祖
先
で
あ
る
東
胤
行
の
号
で
あ
り
、
藤
原
為
家
か
ら

秘
伝
を
受
け
た
。
常
縁
は
稽
古
方
と
し
て
為
家
が
素
逼
に
相
伝
し
た
証
明
書
を
あ
げ
、
裏
に
素

退
か

ら
常
縁
ま
で
の
伝
承
者
の
判
を
書
写
し
、
こ
の
切
紙
が
為
家
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
た
。

　

こ
の
切
紙
は
、
常
縁
の
古
今
伝
授
が
為
家
由
来
の
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
常
縁
の
宗
祇
に
対
す
る
奥
書
（
文
明
五
年
（
1
　
g
七
l
i
l
）
四
月
一

八

日
）
に
は
「
八
代
末
葉
下
野
守
平
常
縁
」
、
宗
祇
の
近
衛
尚
通
宛
の
相
伝
証
明
書
に
は
「
素
逼

法
師
東
中
務
丞
平
胤
行
中
院
大
納
言
為
家
御
弟
子
八
代
之
孫
下
野
守
常
縁
相
伝
之
説
」
と
そ
れ

ぞ
れ
に

あ
る
。
常
縁
や
宗
祇
は
折
に
触
れ
て
、
常
縁
の
古
今
伝
授
が
為
家
の
弟
子
素
逼
法
師
の

説
を
継
承
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝
授
は
、
宗
祇
以
後
に
も
自
筆
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
「
常
縁
自
筆
」

と
し
て
書
写
さ
れ
た
資
料
が
伝
わ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
今
伝
授
が
常
縁
に
よ
つ
て
始

め

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
検
討
す
る
と
、
古
今
伝
授

の
形
式
は

常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
古
今
伝
授
の
段
階
で
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
1
4
。

そ
こ

で
常
縁
か
ら
宗
祇
へ
の
相
伝
過
程
を
追
い
な
が
ら
。
古
今
伝
授
の
形
式
を
整
理
し
た
い
。

　
古
今
伝
授
が

重
要

な
秘
伝
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
弟
子
は
秘
説
を
他
に
漏
ら
さ

な
い
こ
と
を
誓
う
誓
状
を
提
出
し
た
。
宗
祇
が
常
縁
に
提
出
し
た
誓
状
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

だ

が
、
誓
状
の
内
容
に
つ
い
て
常
縁
が
宗
祇
に
宛
て
た
書
状
の
写
し
が
伝
わ
り
、
大
略
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
常
縁
の
書
状
は
伊
勢
伝
授
・
古
今
伝
授
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
誓
状
案
を
示

し
て
い
る
。
以
下
に
古
今
伝
授
に
関
す
る
部
分
を
掲
げ
る
1
5
o

古
今
伝
授
之
事
、
不
可
有
子
細
之
由
承
候
。

々

不
可
有
柳
介
候
。
此
旨
私
曲
候
者

自
今
以
後
不
可
存
疎
略
儀
候
。
井
伝
受
之
説

　
つ
ま
り
、
相
伝
さ
れ
た
秘
説
を
「
柳
介
」
し
な
い
こ
と
を
「
両
神
」
に
か
け
て
誓
い
、
厳
守

す

る
よ
う
常
縁
は
宗
祇
に
命
じ
て
い
る
。
「
常
縁
自
筆
」
と
注
記
が
あ
る
の
だ
が
、
常
縁
が
宗
祇

に

与
え

た

文

で
、
宗
舐
は
こ
の
誓
状
案
文
を
書
写
し
て
常
縁
に
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
誓
状

提
出
と
い
う
が
、
誓
状
は
弟
子
が
勝
手
に
起
草
す
る
も
の
で
は
な
い
。
弟
子
は
師
か
ら
与
え
ら

れ
た

案
文
を
そ
の
ま
ま
清
書
し
て
提
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
誓
状
を
提
出
す
る
と
講
釈
が
開
始
さ
れ
る
。
当
然
、
古
今
伝
授
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
関
す

る
秘
説
で
あ
る
か
ら
、
最
も
重
要
な
の
は
講
釈
で
あ
っ
た
。

　
講
釈
の

順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
、
『
古
今
和
歌
集
』
と
い
う
「
題
号
」
を
解
説
す
る
。
そ
の
後
、

「
春
上
」
（
巻
一
）
に
入
り
、
「
冬
」
（
巻
六
）
ま
で
は
季
節
の
順
に
講
釈
を
行
う
。
更
に
、
「
賀
」

（巻
七
）
、
「
離
別
」
（
巻
八
）
、
「
覇
旅
」
　
（
巻
九
）
と
進
む
。
「
物
名
」
　
（
巻
十
）
を
一
旦
と
ば
し
、

r恋
」
（
巻
十
一
～
十
五
）
、
「
哀
傷
」
（
巻
十
六
）
、
r
雑
」
（
巻
十
七
～
十
八
）
、
r
雑
躰
」
（
巻
十

九
）
と
続
く
。
そ
し
て
、
　
r
物
名
」
　
（
巻
十
）
に
戻
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
四
季
に
始
ま
り
「
物
名
」
を
抜
か
し
て
r
雑
躰
」
ま
で
講
釈
を
行
い
、
「
物

名
」
に
戻
る
の
が
故
実
で
あ
っ
た
。
特
に
、
「
物
名
」
（
巻
十
）
と
「
大
御
所
御
歌
」
（
g
e
l
1
＋
）

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
釈
教
」
「
神
祇
」
の
巻
と
し
て
重
視
さ
れ
、
講
釈
も
後
で
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
後
r
仮
名
序
」
’
「
大
御
所
御
歌
」
（
巻
二
十
）
、
「
家
々
称
証
本
之
本
乍
書
入
以
墨
滅
歌
」
、

r奥
書
」
、
「
真
名
序
」
と
続
き
、
講
釈
が
修
了
す
る
。

　
常
縁
が
宗
祇
に
行
っ
た
講
釈
の
様
子
は
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
－
6
に
よ
り
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
は
、
宗
祇
が
講
釈
の
聞
書
を
整
理
し
て
常
縁
に
提
出
し
、

常
縁
が
「
加
筆
加
詞
」
し
た
も
の
で
、
一
回
毎
の
講
釈
の
日
時
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
巻
二

の
冒
頭
に
次
の
注
記
が
あ
る
。

初
度
ハ
文
明
三
年
自
正
月
廿
八
日
戌
之
刻
始
之
、
四
月
八
日
午
の
時
成
就
し
畢
。
後
の
度

ハ
自
六
月
十
二
日
巳
時
始
之
、
七
月
廿
五
日
巳
刻
に
功
成
し
畢
。
前
後
相
違
之
時
は
朱
付

之
者
也
。
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講
釈
の
回

数
・
順
序
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
文
明
三
年
に
二
度
に
渡
っ
て
講
釈
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
注
記
が
「
春
上
」
の
聞
書
の
直
前
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
春
上
」
よ

り
講
釈
が
始
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
に
記
さ
れ
た
常
縁
の
奥
書

の

日
付
が
文
明
四
年
（
一
四
二
七
）
五
月
三
日
で
あ
り
、
講
釈
終
了
後
十
ヶ
月
近
v
経
過
し
て

い

る
こ
と
か
ら
、
宗
舐
が
聞
書
を
整
理
す
る
際
『
古
今
和
歌
集
』
の
巻
の
順
に
並
べ
替
え
た
と

推
定
で
き
よ
う
。

　
講
釈
が

終
了

し
た
後
、
常
縁
は
古
今
伝
授
の
段
階
に
応
じ
て
三
種
類
の
奥
書
を
与
え
た
。
こ

れ
ら
の
奥
書
は
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
や
三
条
西
実
隆
筆
『
古
今
伝
受
書
』
に
も
書
写
さ

れ
て

い

る
が
、
日
付
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
三
種

の
奥
書

を
古
い
も
の
か
ら
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
二
度
目
の
講
釈
が
終
了
し
た
約
二
ヶ
月
後
に
左
記
の
奥
書
が
与
え
ら
れ
た
。

文
明
四
年
五
月
三
日

平
常
縁
在
判

『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
に
対
す
る
加
証
奥
書
で
あ
る
。
「
門
弟
随
＝
の
語
が
見
ら
れ
、
「
常

縁
所
存
」
を
「
少
々
加
筆
加
詞
」
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
が
常

縁
の

講
釈
の

聞
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
宗
舐
が
常
縁
の
一
番
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
も

証
明
す
る
奥
書
で
あ
る
。

　

こ
の
「
門
弟
随
一
」
の
語
は
誇
張
で
は
な
い
。
常
縁
は
宗
砥
に
は
秘
説
を
「
悉
」
く
相
伝
し

た

も
の
の
、
他
の
門
弟
に
は
七
割
以
下
し
か
相
伝
し
な
か
っ
た
。
「
常
縁
自
筆
」
と
し
て
三
条
西

実
隆
が

書
写

し
た
『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
に
は
弟
子
の
氏
名
と
相
伝
し
た
秘
説
の
分
量
と
を

記
し
た
次
の
記
事
が
載
る
。

奥
書

古
今
集
之
事

文
明
三
年
八
月
十
五
日
、

以
相
伝
説
々

伝
受
僧
宗
祇
畢
。

従
五
位
下
平
常
縁
判

r以
相
伝
説
々
伝
」
と
あ
る
が
、
古
今
伝
授
の
全
て
の
秘
説
を
伝
授
し
た
の
で
は
な
く
、
二
度

の
講
釈
が
一
応
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
掲
の
奥
書
を
比
較
す
る
と
、

こ
の
奥
書
は
、
’
必
ず
し
も
宗
舐
一
人
で
は
な
く
、
講
釈
を
一
通
り
終
え
た
弟
子
数
名
に
与
え
ら

れ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

　
講
釈
が

終

了
し
た
後
宗
舐
は
講
釈
聞
書
を
整
理
し
て
常
縁
に
提
出
し
、
そ
の
聞
書
に
対
し
て

常
縁
は
左
記
の
奥
書
を
記
し
た
。

伝
授
之
後
、
宗
砥
庵
主
此
1
帖
以
披
見
。

尤
在
之
。
乃
為
後
証
又
加
此
畢
。

常
縁
所
存
少
々

加
筆
加
詞
者
也
。
門
弟
随
一
思

常
縁
自
筆

　
相
伝
人
数
井
分
量
等
之
事

竹
影

斎
素
暁
ト
号

　
桂
子
蔵
主
　
御
抄
説

大
坪
治
部
少
輔
　
本
名
村
上

　
基
清
伊
勢
物
語
伝
授
如
形
キ

カ
レ
畢

日
置
式
部
丞

　
胤
通
　
御
抄
説

浄
土
宗

　
宗
順
　
同

　
信
秀

　
　
　
文
明
九
年
四
月
五
日

十

ノ
物
七

十

ノ
物
六

十

ノ
物
四

十

ノ
物
六
半

十

ノ
物
前
二
同

何
人
か
に

古
今
伝
授
を
行
っ
て
も
、
最
も
重
要
な
秘
伝
ま
で
伝
え
る
の
は
一
人
だ
け
で
あ
っ
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た
。
そ
れ
ゆ
え
「
門
弟
随
＝
の
語
は
宗
砥
に
と
っ
て
も
極
め
て
貴
重
で
あ
っ
た
。

　
そ

し
て
、
約
l
年
後
の
文
明
五
年
四
月
十
八
日
、
三
通
目
の
奥
書
が
与
え
ら
れ
た
。
古
今
伝

授
が

全
て

終
了

し
た
こ
と
を
証
明
し
、
秘
説
を
遵
守
す
る
よ
う
命
じ
た
「
古
今
伝
授
終
了
証
明

書
」
と
い
う
べ
き
奥
書
で
あ
る
。

重
而
奥
書

文
明
五
年
四
月
十
八
日
、

此

文
於
可
守
者
也
。

古
今
集
之

説
、
悉
以
僧
宗
砥
仁
授
申
畢
。
心
於
堅
横
仁
懸
け
天

　

こ
れ
ら
の
奥
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
古
今
伝
授
の
一
つ
の
課
程
が
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
講
釈
が
終
了
し
、
聞
書
が
証
本
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
、
古
今
伝
授
の
全
課
程
を
修

終
了

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
奥
書
が
順
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
与
え
ら

れ
た

奥
書
が
、
後
に
証
明
状
と
し
て
独
立
す
る
。

　
こ

れ
ま
で
、
古
今
伝
授
は
宗
砥
以
後
形
式
化
さ
れ
本
質
が
失
わ
れ
て
い
く
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
誓
状
の
提
出
に
始
ま
り
証
明
状
の
交
付
に
終
わ
る
古
今
伝
授
の
形
式
は
、
三
条
西
実

枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の
古
今
伝
授
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ

ち
、
実
枝
か
ら
幽
斎
へ
の
古
今
伝
授
ま
で
継
承
さ
れ
た
古
今
伝
授
の
形
式
は
、
常
縁
か
ら
宗
舐

へ
の

古
今
伝
授

に
お
い
て
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
常
縁
か
ら
古

今
伝
授
が

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
由
縁
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
四
節
書
風
比
較

　
和
歌
の
構
成
要

素
の
中
に
書
く
行
為
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
っ
て
も
過

言

は
な

い
だ

ろ
う
。
出
版
技
術
が
発
達
し
て
い
な
い
こ
の
時
代
に
同
じ
も
の
を
作
製
す
る
手
段

と
し
て
は
書
き
写
す
し
か
術
は
な
い
e
’
古
今
伝
授
の
講
釈
を
行
う
た
め
に
は
自
ず
と
『
古
今
和

歌
集
』
の
写
本
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
親
本
は
師
が
所
有
し
て
い
る
も
の
を
弟
子
が

書

き
写
す
と
い
う
こ
と
が
一
番
自
然
な
流
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
書
き
写
す
際
に
師
の
文
字

を
必
然
的
に
見
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
注
視
し
な
が
ら
書
写
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
に

師
の
書
風
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
常
縁
と
宗
砥
の

書
風
の
比
較

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

図
1
～
4
は
常
縁
筆
の
短
冊
で
あ
り
、
図
5
～
6
は
宗
砥
筆
の
短
冊
で
あ
る
。

　
常
縁
、
宗
砥
と
の
共
通
点
を
あ
げ
て
み
る
。

　
ま
ず
、
全
体
の
構
成
で
あ
る
。
出
だ
し
の
た
っ
ぷ
り
と
し
た
太
さ
で
あ
る
。
墨
量
多
く
じ
っ

v
り
書
か
れ
は
じ
め
る
。
し
か
し
、
筆
の
動
き
や
ス
ケ
ー
ル
は
大
き
い
。
ま
た
、
墨
量
が
減
る

に

つ
れ
線
も
細
く
切
れ
味
鋭
い
も
の
と
変
化
し
て
い
く
。

　
次
に
、
文
字
単
体
を
検
討
し
て
い
v
．

　
最
も
特
徴
が
似
て
い
る
も
の
は
「
を
」
で
あ
る
。
一
、
二
画
目
が
遠
い
左
か
ら
直
線
的
に
中

心

ま
で
引
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
、
二
画
目
と
三
画
目
の
距
離
が
離
れ
大
き
な
空
間
が
で
き

る
。　

r
せ
」
も
ま
た
横
画
の
張
り
方
に
特
徴
が
見
て
と
れ
る
。
は
じ
め
に
引
っ
掛
け
十
分
に
力
を

pa

め
、
　
，
．
沈
み
こ
ま
せ
て
か
ら
引
い
て
い
る
。
二
画
目
か
ら
三
画
目
へ
の
線
も
十
分
に
沈
み
込
ま

せ
て
か
ら
引
き
上
げ
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
る
。

　

r
け
」
「
川
」
「
池
」
の
よ
う
な
字
形
の
と
き
は
一
画
目
を
左
に
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
更
に
、

二
画
目
ま
で
の
線
の
強
さ
も
特
徴
で
あ
る
。

　

図
7
、
8
は
常
縁
書
状
で
あ
り
、
図
9
～
1
1
は
宗
祇
の
書
状
で
あ
る
。

書
状
に

関
し
て
は
類
似
点
が
特
に
見
ら
れ
な
い
。
同
筆
で
あ
る
は
ず
の
図
9
、
1
0
と
1
1
も

同
筆
の
よ
う
に
は
見
え
づ
ら
い
。
図
1
1
は
古
今
伝
授
書
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
図
9
、
1
0

と
比
べ
意
識
的
に
格
調
高
く
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
円
運
動
や
左
に
繋
ぐ
連
綿
線
の
速

度
感
以
外
は
共
通
点
が
特
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
こ

と
に
よ
り
和
歌
を
書
く
行
為
に
お
い
て
書
風
の
享
受
が
自
然
と
行
わ
れ
た
こ
と
が

窺
え

る
。
短
冊
に
お
い
て
共
通
点
を
挙
げ
て
は
い
る
も
の
の
類
似
し
て
い
な
い
箇
所
も
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
意
図
し
て
書
風
の
伝
授
は
行
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

共
通
点
が

あ
り
つ
つ
も
、
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
大
変
興
味
深
い
。
こ
れ
は
書
の
師
弟
関
係
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で
な
い
こ
と
や
同
じ
書
の
師
で
は
な
い
こ
と
が
一
番
の
要
因
で
は
あ
る
。
さ
ら
に
、
所
属
し
て

い

る
公
的
集
団
の
違
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
古
今
伝
授
者
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
背
景
が
違
う
た

め

自
ず
と
差
異
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

世
話
に

な
っ
た
。
古
今
伝
授
享
受
者
直
筆
の
短
冊
の
撮
影
許
可
、
図
版
掲
載
許
可
、

重
な
お
話
を
伺
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
貴

結　
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
た
ど
り
な
が
ら
古
今
伝
授
の
表
記
、
概
要
、
古
今
伝
授
史
、
享
受

者
に

つ
い

y
御
所
伝
授
を
中
心
に
置
き
整
理
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
手
鑑
の
配
列
と
古
今
伝
授

享
受
者
ど

の

関
係
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
狭
義
で
の
古
今
伝
授
の
始
ま
り
で
あ
る
東
常
縁
と

宗
紙
の
古
今
伝
授
を
整
理
し
、
書
風
も
享
受
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

　
古
今
伝
授
は

あ
く
ま
で
も
『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

v
大
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
、
師
弟
が
同
じ
『
古
今
和
歌
集
』
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
古
今
伝

授
が

行
わ

れ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
当
然
、
．
現
在
の
よ
う
な
印
刷
技
術
は
な
く
書
き
写

し
て
い
v
こ
と
と
な
る
。
師
の
親
本
を
見
な
が
ら
弟
子
が
書
写
し
て
い
v
e
そ
の
際
に
、
無
意

識
的
に
親
本
の
書
風
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、
古
今
伝
授
享
受

者
筆
の

『
古
今
和
歌
集
』
写
本
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
風
を
考
察
し
て
い
v
こ
と
が

確
実
で
は

あ
る
。
だ
が
、
古
今
伝
授
享
受
者
の
『
古
今
和
歌
集
』
写
本
は
筆
者
が
確
認
し
た
限

り
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
古
今
伝
授
享
受
者
筆
の
現
存
し
て
い
る
短
冊
を
中
心
に
書

風
比
較

し
て
い
く
こ
と
で
推
察
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
扱
っ
た
も
の
は
常
縁
か
ら
宗
砥
へ
の
古
今
伝
授
の
享
受
で
あ
り
、
二
者
の
書
風
比
較

に

留
ま
っ
た
。
今
後
、
宗
祇
か
ら
三
条
西
実
隆
、
牡
丹
花
肖
柏
等
へ
の
古
今
伝
授
以
後
も
調
査

対
象
と
し
た
い
。
ま
た
、
師
弟
で
の
書
風
の
比
較
を
行
い
共
通
す
る
接
点
を
考
察
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
た
め
、
流
派
書
道
と
の
関
わ
り
も
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
古
今
伝
授
享
受
者

が
ど
の
書
流
に
汲
み
し
て
い
る
か
照
合
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
入
木
道
伝
授
と
の
関
係
も

書
風
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
書
と
和
歌
は
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
共
通
点
、
接
点
を
調
査
し
書
と
和
歌
の
関
係
を
明
確
に
す
る
研
究
を
今
後
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に

こ

の

研
究
に
あ

た

り
、
古
今
伝
授
の
里
フ
イ
ー
ル
ド
ミ
r
t
　
’
d
ジ
ア
ム
様
に
は
大
変
お

【古
今
伝
授
系
図
】
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【文
字
比
較
表
】

宗東常縁

紘”、　 N■「　．・t
き、　　’　　．　、
；K・＿　　．ξ・・’．・・

・Y．　“べ，
　　　　　　　　　ビこ£

　　　●、　　へ
　　　　　　　　　、’‘

欝畿

忍
冥
窪
塁

　
　
　
ち
ト
ば
　
　
マ
　
　
　
ピ

を

せ
　
世

け
川
池

【図
版
】

図
1
　
東
常
縁
筆
短
冊
（古
今
伝
授
の
里
フ

イ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）

図
2
　
東
常
縁
筆
短
冊
（
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
1
7
掲
載
）

図
3
東
常
縁
筆
短
冊
（
冒
本
書
蹟
大
鑑
』
第
人
巻
掲
載
）

図
4
東
常
縁
筆
短
冊
（
『
短
冊
手
鑑
∵
遣
載
）
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図
5
　
宗
舐
筆
短
冊
（
古
今
伝
授
の
里
ブ
イ
ー
ル
ド
ミ
r
i
　
’
d
ジ
ア
ム
蔵
）

当
きド

き
　
　
　
　
　
1

図
6
　
宗
祇
筆
短
冊
（
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
掲
載
）

図
7
　
東
常
縁
書
状
（
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
掲
載
）
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図
8
　
東
常
縁
書
状
（
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
掲
載
）

N
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図
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’
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日
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書
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大
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第
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巻
掲
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図
1
0
宗
舐
書
状

（『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
掲
載
）

図

1
1宗
祇
書
状

（『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
掲
載
）
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注
－
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』
（
大
日
本
百
科
全
書
刊
行
会
、
一
九
四
三
年
）

2
高
梨
素
子
『
古
今
伝
受
の
周
辺
』
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
＝
ハ
年
）

3
1
に
同
じ

4
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
）

5
新
井
栄
蔵
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
（
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
学
燈
社
、
一
九
八
五
年
）

6
鈴
木
元
「
古
今
伝
授
と
は
何
か
」
（
『
文
学
史
の
古
今
和
歌
集
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

7
新
井
栄
蔵
「
古
今
伝
授
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
（
『
国
文
学
ー
解
釈
と
教
材
の
研
究
1
』

　

学
燈
社
、
　
l
九
八
1
年
）

8
橋
下
不
美
男
「
解
説
」
（
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
『
古
今
切
紙
集
　
宮
内
庁
内
庁
書

　

陵
部
蔵
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）

9
古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
編
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
（
全
十
六
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
三

　

～
一
九
九
五
）

－o

島
津
忠
夫
「
東
常
縁
の
生
涯
と
文
事
」
（
『
東
常
縁
』
和
泉
書
院
、
二
〇
＝
ハ
年
）

11

稲

田
利
徳
「
正
徹
・
尭
孝
と
東
常
縁
1
「
東
野
州
聞
書
」
を
中
心
に
ー
」
（
8
に
同
じ
）

12

島
津
忠
夫
「
東
常
縁
の
生
涯
と
文
事
」
（
8
に
同
じ
）

13

井
上
宗
雄

「
東
常
縁
年
譜
」
（
8
に
同
じ
）

14

小
高
道
子
「
東
常
縁
か
ら
細
川
幽
斎
へ
」
（
『
古
今
集
の
世
界
　
伝
授
と
享
受
』
世
界
思
想
社
、

　

1
九

八
六
年
）

15

早
稲

田
大
学
図
書
館
蔵
『
古
人
相
伝
人
数
分
量
』

16

総
本
山
善
通
寺
蔵
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』

17

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
）

18

小
松
茂
美
編
『
短
冊
手
鑑
』
（
講
談
社
、
　
一
九
八
三
年
）
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